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Abstract MCS(Media Clock System)は家族や友人の間でネットワークを介して笑顔の連鎖を生み出すコミ

ュニケーションメディアである。本論文ではMCSがもたらす感情豊かなコミュニケーション経験
について述べる。
デザインに時計の概念を用いたMCSは、一般家庭のリビング環境において、時計を見るという日
常的な動作をきっかけとした新しいコミュニケーションを提供する。日常生活を通して、対面コ
ミュニケーションが難しくなっている家族や友人との間に、家庭内で気配を感じたり、道端で友
人とばったり出会ったような偶発性のある"つながり感"をサポートするのである。
本システムは、顔認識や笑顔認識を組み込んだソフトウェアとHDカメラ付きの液晶モニタを有す
るコンピュータで構成されている。ネットワークを介して非同期に笑顔映像を伝え合うことで、"
つながり感"のある気軽で言葉のいらないコミュニケーションを実現する。
本論文では、MCSのデザインプロセスおよびプロトタイプについて述べる。さらにMCSを使用す
ることによって得られる経験をユーザースタディと質的データ分析によって明らかにする。
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Media Clock System

笑顔の連鎖を生み出す経験デザイン

内容梗概

MCS (Media Clock System) は家族や友人の間でネットワークを介して笑顔の
連鎖を生み出すコミュニケーションメディアである。本論文では MCS がもたら
す感情豊かなコミュニケーション経験について述べる。
デザインに時計の概念を用いた MCS は、一般家庭のリビング環境において、

時計を見るという日常的な動作をきっかけとした新しいコミュニケーションを提
供する。日常生活を通して、対面コミュニケーションが難しくなっている家族や
友人との間に、家庭内で気配を感じたり、道端で友人とばったり出会ったような
偶発性のある”つながり感”をサポートするのである。
本システムは、顔認識や笑顔認識を組み込んだソフトウェアとHDカメラ付き

の液晶モニタを有するコンピュータで構成されている。ネットワークを介して非
同期に笑顔映像を伝え合うことで、”つながり感”のある気軽で言葉のいらない
コミュニケーションを実現する。
本論文では、MCSのデザインプロセスおよびプロトタイプについて述べる。さ

らに MCS を使用することによって得られる経験をユーザースタディと質的デー
タ分析によって明らかにする。
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Media Clock System

Experience Design Through Smile Chain

Abstract

MCS (Media Clock System) is a new communication media,which produces

smiles among families and friends through a network.

MCS, with a design conceptualized in clock, stimulates a new type of light-

hearted communications in ordinary family’s living environment. In dairy life,

even among family members, face-to-face communications go less and less. By

people watching the ”clock”, it is considered that there will be a feeling like

coming across dear friends in coincidence, or just sensing family’s attentiveness,

which we say, a ”connection”.

This system is composed of computer with a liquid crystal monitor inside, in

which HD camera and software of facial recognition are installed. By sharing

the videos of smiling faces through network asynchronously, we consider that a

feeling of ”connection” would be generated without words, and without reserve.
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